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一 

 



 

し
か
る
に
、
事
実
判
明
後
、
二
十
数
年
を
経
た
今
日
に
至
つ
て
も
、
水
俣
病
の
医
学
的
病
像
さ
え
な
お
未
解
明 

 

で
あ
り
、
治
療
方
法
に
至
つ
て
は
そ
の
確
立
の
努
力
す
ら
な
さ
れ
ず
、
そ
の
た
め
患
者
は
言
語
に
絶
す
る
苦
し
み 

 

に
放
置
さ
れ
、
死
に
至
つ
て
い
る
。 

水
俣
病
問
題
は
世
界
最
大
の
水
質
汚
濁
に
よ
る
公
害
で
あ
り
、
健
康
被
害
、
環
境
破
壊
並
び
に
漁
業
被
害
な 

 
 

ど
、
そ
の
広
さ
深
さ
は
、
人
類
が
経
験
し
た
最
も
悲
惨
な
事
件
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
れ
が
地
域
の
社
会
、
経
済
、 

 
 

行
政
、
教
育
な
ど
の
各
分
野
に
及
ぼ
し
た
影
響
は
、
は
か
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。 

現
在
な
さ
れ
た
唯
一
の
対
策
で
あ
る
「
水
俣
病
対
策
に
つ
い
て
の
閣
議
了
解
事
項
」
（
昭
和
五
十
三
年
六
月
二
十 

日
）
も
、
患
者
、
住
民
の
要
求
を
満
た
し
て
お
ら
ず
、
熊
本
県
民
に
も
十
分
理
解
さ
れ
ぬ
ま
ま
、
県
債
発
行
だ
け 

 
 

が
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
認
定
業
務
は
促
進
さ
れ
な
い
の
み
か
、
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
は
縮
小
の
一 

水
俣
病
に
関
連
す
る
諸
施
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

水
俣
病
対
策
の
遅
れ
の
原
因
が
、
加
害
企
業
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
と
今
日
ま
で
の
行
政
の
不
十
分
な
対
応
、
不
作 

 

為
及
び
患
者
、
住
民
の
意
向
を
無
視
す
る
姿
勢
に
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
。
た
め
に
、
患
者
、
住
民
は
、
行 

 
 

政
に
対
し
大
き
な
不
安
と
不
信
の
念
を
持
ち
続
け
て
い
る
。 

政
府
は
事
態
の
重
大
性
を
再
認
識
し
、
患
者
、
住
民
、
熊
本
県
民
及
び
国
民
全
体
に
対
し
、
緊
急
に
対
策
を
講 

 
 

ず
べ
き
責
務
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
、
責
任
あ
る
回
答
を
願
い
た
い
。 

途
を
た
ど
り
、
地
域
経
済
と
雇
用
に
重
大
な
不
安
を
与
え
て
い
る
。
熊
本
県
が
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
に
対
す
る
金
融 

 

支
援
の
た
め
に
発
行
す
る
地
方
債
は
、
既
に
百
億
円
を
超
え
て
、
確
た
る
将
来
の
計
画
性
も
な
い
ま
ま
発
行
さ
れ 

 

続
け
る
と
い
う
局
面
に
立
ち
至
つ
て
い
る
。 

一 

水
俣
病
の
被
害
の
実
態
に
つ
い
て 

1 

国
立
水
俣
病
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て 

昭
和
五
十
四
年
七
月
に
開
所
し
た
同
セ
ン
タ
ー
は
、
研
究
員
定
数
二
十
三
名
中
わ
ず
か
三
名
し
か
充
足
で 

四 

 



 

2 

水
俣
病
問
題
の
総
合
調
査
に
つ
い
て 

(1) 

私
外
二
名
で
第
九
十
一
回
国
会
に
提
出
し
た
「
水
俣
病
問
題
総
合
調
査
法
案
」
は
、
要
旨
を
述
べ
れ
ば 

(3) 

昭
和
四
十
八
年
、
元
三
木
環
境
庁
長
官
は
「
水
俣
病
の
研
究
、
治
療
、
社
会
復
帰
な
ど
総
合
的
に
推
進 

 

す
る
セ
ン
タ
ー
を
つ
く
る
」
と
患
者
や
住
民
に
約
束
さ
れ
た
が
、
こ
の
約
束
の
実
行
に
つ
い
て
、
政
府
の 

 

態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(2) 

「
治
療
体
制
を
つ
く
れ
」
と
い
う
患
者
の
要
望
に
対
し
、
元
石
原
環
境
庁
長
官
は
国
会
で
前
向
き
の
答
弁

を
し
て
い
ら
れ
る
が
、
そ
の
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。 

(1) 

研
究
員
を
充
足
、
強
化
し
、
同
セ
ン
タ
ー
が
機
能
を
完
全
に
発
揮
す
る
た
め
の
具
体
策
を
時
期
を
含
め 

て
明
示
さ
れ
た
い
。 

き
ず
、
去
る
九
月
、
初
代
所
長
は
わ
ず
か
一
年
足
ら
ず
で
責
任
を
と
つ
て
辞
任
し
た
。
こ
れ
が
行
政
の
責
任

で
あ
る
こ
と
は
会
計
検
査
院
も
指
摘
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 

五 

 



 

二 

水
俣
病
認
定
に
関
す
る
処
分
に
つ
い
て 

1 

昭
和
五
十
一
年
十
二
月
十
五
日
、
熊
本
地
裁
に
お
い
て
、
熊
本
県
の
不
作
為
の
違
法
を
確
認
す
る
判
決
が 

下
つ
た
の
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。 

(2) 

現
在
ま
で
の
水
俣
病
問
題
に
か
か
わ
る
実
態
調
査
の
経
緯
と
、
今
後
行
お
う
と
す
る
調
査
計
画
に
つ
い 

て
明
示
さ
れ
た
い
。 

現
在
の
五
千
八
百
十
一
名
と
い
う
水
俣
病
認
定
申
請
未
処
分
数
は
、
判
決
時
を
は
る
か
に
上
回
つ
て
お 

 

り
、
違
法
状
態
は
ま
す
ま
す
強
ま
つ
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。 

「
水
俣
病
の
健
康
被
害
、
環
境
破
壊
等
の
医
学
的
、
生
物
学
的
調
査
は
勿
論
の
こ
と
、
水
俣
病
が
及
ぼ
し 

 
た
社
会
、
経
済
、
行
政
、
教
育
な
ど
の
各
分
野
の
影
響
と
そ
の
実
態
を
国
の
責
任
で
総
合
的
に
調
査
し
、 

 
 

全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
、
完
全
な
水
俣
病
対
策
を
樹
立
す
る
こ
と
」
に
あ
る
。 

こ
の
法
案
に
対
す
る
政
府
の
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

5 

「
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
に
対
す
る
附
帯
決
議
」
に
つ
い
て 

4 

「
水
俣
病
の
認
定
業
務
の
促
進
に
関
す
る
臨
時
措
置
法
」
に
よ
る
国
の
認
定
処
分
の
現
状
と
見
通
し
を
明
示

さ
れ
た
い
。 

3 

現
在
、
水
俣
病
患
者
及
び
申
請
者
は
三
十
一
都
府
県
に
及
ん
で
い
る
。
ゆ
え
に
、
認
定
処
分
に
至
る
手
続 

 

き
に
つ
い
て
の
対
策
が
現
状
に
合
致
す
る
よ
う
に
な
さ
れ
ね
ば
、
被
害
者
の
「
迅
速
か
つ
公
正
な
救
済
」
は
到

底
望
み
得
な
い
と
思
わ
れ
る
。
政
府
は
、
態
本
県
外
に
居
住
す
る
申
請
者
に
対
し
、
検
診
審
査
の
方
法
、
場 

 
 

所
等
に
つ
い
て
現
実
に
即
応
し
た
対
策
を
講
じ
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
い
か
な
る
対
策
で
臨
む
所
存
か
、
具 

 

体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

現
在
申
請
中
の
全
申
請
者
に
対
す
る
処
分
が
終
了
す
る
時
期
に
つ
い
て
、
見
通
し
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

不
作
為
の
違
法
状
態
は
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
続
い
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
、
見
解
を
示
さ
れ
た 

 
い
。 

七 

 



 

(3) 

更
に
、
同
第
八
項
に
は
「
昭
和
五
十
三
年
七
月
三
日
付
、
環
境
事
務
次
官
通
知
『
水
俣
病
の
認
定
に
係 

 

る
業
務
の
促
進
に
つ
い
て
』
の
う
ち
、

4
処
分
に
当
た
つ
て
留
意
す
べ
き
事
項
中
②
の
『
所
要
の
処
分
を 

 

行
う
こ
と
』
の
対
象
と
な
る
者
に
対
し
て
は
、
法
の
救
済
の
精
神
を
尊
重
し
、
単
な
る
患
者
の
切
捨
て
に 

 

な
ら
な
い
よ
う
、
今
後
と
も
配
慮
の
手
段
を
見
い
出
す
べ
く
努
力
す
る
こ
と
。
」
と
あ
る
。 

(2) 

国
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
場
合
、
同
附
帯
決
議
第
四
項
に
い
う
「
本
法
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
、
環 

 

境
庁
長
官
は
、
不
服
審
査
会
委
員
及
び
主
治
医
の
意
見
を
十
分
尊
重
す
る
こ
と
。
」
と
あ
る
の
は
、
極
め
て 

 

肝
要
で
あ
る
と
思
う
が
、
本
法
の
異
議
申
立
て
に
つ
い
て
の
手
続
き
を
い
か
な
る
形
で
行
お
う
と
し
て
い 

る
の
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

(1) 
同
附
帯
決
議
が
い
か
な
る
諸
策
に
生
か
さ
れ
て
き
た
か
、
ま
た
今
後
い
か
な
る
諸
策
に
生
か
そ
う
と
さ 

れ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
れ
は
、
本
法
施
行
に
当
た
つ
て
の
み
な
ら
ず
、
県
の
認
定
業
務
遂
行
に
当
た
つ
て
も
等
し
く
生
か
さ 

八 

 



 

三 

チ
ッ
ソ
株
式
会
社
に
対
す
る
金
融
支
援
に
つ
い
て 

1 

そ
の
場
合
、
熊
本
県
が
地
方
債
の
発
行
に
か
か
わ
つ
て
、
他
の
自
治
団
体
の
住
民
に
対
し
て
い
か
な
る
権 

6 
県
知
事
の
行
う
認
定
処
分
に
対
し
て
不
服
の
あ
る
者
が
、
県
の
上
級
行
政
庁
で
あ
る
環
境
庁
に
対
し
行
政 

不
服
審
査
請
求
を
し
て
い
る
が
、
請
求
し
て
か
ら
長
年
経
過
し
、
い
ま
だ
何
ら
の
裁
決
を
下
さ
れ
て
い
な
い 

 

者
が
在
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
行
政
不
服
審
査
法
の
目
的
と
す
る
「
簡
易
迅
速
な
手
続
に
よ
る
国
民
の 

 

権
利
利
益
の
救
済
を
図
る
」
こ
と
に
、
大
き
く
違
背
す
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。
長
年
待
た
さ
れ
続
け
て 

 

い
る
審
査
請
求
人
に
対
し
、
い
か
な
る
救
済
措
置
を
講
ず
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

現
在
、
熊
本
県
は
県
債
発
行
を
通
じ
、
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
に
対
し
て
金
融
支
援
措
置
を
行
い
、
も
つ
て
水
俣 

 

病
患
者
に
対
す
る
補
償
金
支
払
い
に
支
障
が
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
県
債
発
行
は
、
熊
本
県
民
の
患
者
だ 

 

け
で
な
く
、
全
国
三
十
一
都
府
県
の
患
者
を
も
対
象
と
し
て
い
る
。 

れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
具
体
策
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

九 

 



 

四 

チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
の
拡
充
強
化
に
つ
い
て 

3 

万
一
に
も
、
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
か
ら
の
償
還
財
源
の
確
保
が
困
難
と
な
つ
た
場
合
、
国
は
一
〇
〇
パ
ー
セ 

ン
ト
の
保
証
措
置
を
講
ず
る
か
否
か
。 

2 
三
十
一
都
府
県
に
ま
た
が
る
自
治
団
体
の
住
民
に
対
す
る
救
済
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き 

と
考
え
る
が
、
国
の
態
度
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

熊
本
県
が
、
県
債
発
行
に
よ
つ
て
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
を
金
融
支
援
し
て
い
る
の
は
、
患
者
の
救
済
、
チ
ッ
ソ 

 

水
俣
工
場
の
存
続
強
化
に
よ
り
地
域
経
済
の
発
展
と
雇
用
の
確
保
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
熊
本
県
議
会 

も
、
水
俣
工
場
の
存
続
強
化
に
よ
り
地
域
経
済
の
安
定
と
雇
用
の
安
定
確
保
の
決
議
を
な
し
、
熊
本
県
知
事 

否
で
あ
れ
ば
、
熊
本
県
民
の
負
担
と
な
る
一
般
財
源
に
よ
る
償
還
は
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
行
わ
な
い
旨
を 

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

利
と
義
務
を
有
す
る
か
、
法
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

一
〇 

 



 

五 

水
俣
湾
ヘ
ド
ロ
処
理
工
事
に
つ
い
て 

2 

国
会
に
お
い
て
「
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場
と
の
関
連
に
お
け
る
、
地
域
経
済
の
安
定
、
雇
用
の
確
保
と
は
、
従 

 

業
員
千
名
体
制
を
維
持
す
る
こ
と
」
と
の
私
の
質
問
に
対
し
、
通
産
省
当
局
は
「
指
摘
の
よ
う
な
基
本
体
制
を

守
る
と
い
う
基
本
姿
勢
を
貫
い
て
措
置
し
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

1 
県
債
に
よ
る
金
融
支
援
措
置
が
昭
和
五
十
三
年
よ
り
三
ヵ
年
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い
る
が
、
チ
ッ
ソ
株
式 

会
社
は
、
水
俣
工
場
の
再
建
に
つ
い
て
具
体
策
を
提
示
せ
ず
、
県
債
発
行
当
初
、
従
業
員
数
千
四
十
八
名
で 

 

あ
つ
た
の
が
現
在
八
百
八
十
七
名
と
な
り
、
退
職
に
よ
る
減
少
の
た
め
縮
小
の
一
途
を
た
ど
つ
て
い
る
。 

も
、
同
様
主
旨
の
要
望
を
国
と
チ
ッ
ソ
株
式
会
社
に
提
示
し
て
い
る
。 

水
俣
湾
の
ヘ
ド
ロ
を
除
去
し
、
死
の
海
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
は
患
者
、
住
民
の
願
い
で
あ
る
。
そ
し 

こ
の
指
導
原
則
に
基
づ
く
今
後
の
具
体
的
方
策
を
明
示
さ
れ
た
い
。 

閣
議
了
解
事
項
に
基
づ
く
チ
ッ
ソ
再
建
指
導
の
経
緯
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
一 

 



 

六 

水
俣
病
問
題
対
策
特
別
立
法
に
つ
い
て 

4 

わ
ず
か
で
も
危
険
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
、
直
ち
に
工
事
を
中
止
し
て
検
討
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る 

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

3 

工
事
の
監
視
体
制
、
監
視
結
果
及
び
す
べ
て
の
資
料
は
公
開
す
べ
き
で
あ
る
。
資
料
公
開
に
い
か
な
る
見 

解
を
持
つ
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2 

海
の
底
を
一
番
よ
く
知
つ
て
い
る
の
が
漁
民
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

1 

ヘ
ド
ロ
除
去
基
準
、
工
事
方
法
等
の
科
学
的
、
技
術
的
研
究
の
具
体
的
内
容
を
提
示
さ
れ
た
い
。 

て
、
工
事
は
世
界
に
前
例
の
な
い
大
規
模
な
環
境
復
元
工
事
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
二
次
公
害
を
出
さ 

 

な
い
こ
と
が
絶
対
条
件
で
あ
る
。 

工
事
に
当
た
つ
て
は
、
地
域
住
民
の
あ
ら
ゆ
る
過
程
で
の
徹
底
し
た
参
加
を
望
む
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
政 

 
 

府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

水
俣
病
の
前
に
水
俣
病
は
な
く
、
水
俣
病
の
あ
と
に
水
俣
病
が
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
。
完
全
な
水
俣
病
対
策 

 

は
、
人
類
の
未
来
に
対
す
る
今
日
の
行
政
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
。 

世
界
の
公
害
の
原
点
と
言
わ
れ
る
水
俣
病
問
題
に
か
か
わ
る
①
全
体
像
の
把
握
、
②
私
企
業
に
対
す
る
国
の 

行
政
指
導
の
問
題
、
③
地
方
債
の
累
積
等
々
、
現
行
法
体
制
で
は
十
分
な
被
害
者
救
済
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 

政
府
は
こ
れ
に
特
別
立
法
を
も
つ
て
対
処
す
べ
き
用
意
が
あ
る
か
ど
う
か
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


